
令和元年度若手指導者育成講習会アンケート集計 

実施日：令和２年１月 19 日（日） 

会場 ：美咲町総合運動公園体育館 

講師 ：剣道教士八段 竹内 司 先生 

受講者：７８人 

 

アンケート結果（回答者：５５人） 

１ 所属 

１ 道場 ９ 

２ スポーツ少年団 ３５ 

３ その他 ９ 

４ 所属なし ２ 

２ 性別 

１ 男 ４７ 

２ 女 ８ 

３ 年齢 

１ １８才～２４才 ６ 

２ ２５才～２９才 ６ 

３ ３０才～３４才 １０ 

４ ３５才～３９才 １５ 

５ ４０才～ １８ 

４ 職業 

１ 会社員 ３２ 

２ 警察官 ３ 

３ 教員 ５ 

４ 刑務官 ４ 

５ その他 １１ 

５ 段位 

１ 二段以下 ２ 

２ 三段 １２ 

３ 四段 １４ 

４ 五段 １１ 

５ 六段 １３ 

６ 七段 ３ 

 



６ 稽古状況 

１ 週３日以上 ２１ 

２ 週１～２回 １９ 

３ ２週間に１度 １０ 

４ 月１回程度 ５ 

７ この講習会に参加したきっかけについて（複数回答可） 

１ 自らの剣道を高めるため ３３ 

２ 少年剣道を行う上で必要と思ったので ２３ 

３ 所属連盟の先生に勧められたので ２５ 

４ 同世代の剣道仲間が誘ってくれたから ２ 

８ この講習会の講習内容はどうでしたか 

１ 期待以上の内容であった ３２ 

２ 期待どおりの内容であった ２３ 

３ 少し物足りなかった ０ 

４ 物足りなかった ０ 

９ この講習会の講習時間はどうでしたか。 

１ 長い ４ 

２ 少し長い １１ 

３ ちょうど良い ３９ 

４ 少し短い １ 

５ 短い ０ 

１０ 次回開催することになった場合参加しますか。 

１ 必ず参加する １２ 

２ 都合を付けて出来るだけ参加する ２８ 

３ 講習内容により判断する ３ 

４ 当日の仕事状況により判断する １１ 

５ 参加しない １ 

１１ 剣道人口減少について要因はどこにあるのかあなたの考えを教えて下さい。 

１ 少子高齢化 ３６ 

２ スポーツの多様化 ４１ 

３ 指導者の高齢化 ３ 

４ 地域に指導者がいない ２ 

５ 指導者の指導不足 ３ 

 

 



１２ 剣道人口を増加させるためにはどのような取組をすればよいですか。 

 

・小学生の保護者と剣道について話す機会を設ける。 

・剣道をしている子供の保護者に誘ってもらう。 

・見学や参加ができる場所を分かり易く示す。 

・幼稚園や保育園で行っている「腕白すもう」「腕白サッカー」に「腕白剣道」を加えても

らうなど、子供が剣道に接する機会を増やすよう働きかけをする。 

・剣道に触れるイベントを開催する。（幼稚園や保育園等で） 

・ポスター・チラシ・口コミ等で勧誘する。 

・テレビ等のマスコミで取り上げてもらう。 

・剣道具が高いというイメージがあるので、初心者には剣道具を貸し出すシステムをつく

る。 

・剣道の良さをメディア等を活用しアピールする。 

・指導者が「剣道は楽しい」「剣道は有用だ。」と思わせる指導力を身につける。 

・学生時代に剣道をしていた人を繋ぎとめる方策を考える。 

・子供向けの YouTube に少年剣道の様子をアップする。 

 

１３ 高校・大学まで剣道を続けていたけれども、社会人になり剣道から遠ざかっている

方がおられるが、遠ざかっている理由と剣道を再開してもらう方策を回答して下さい。 

 

・仕事が忙しくてできない場合がある。 

・剣道ができる場所がなかったり、周りに剣道をする人がいないと再開しにくい。 

・剣道経験者に対して周りの人が積極的に声をかける。 

・大人の稽古会があると再開しやすくなる。 

・自分の場合、子供が剣道をはじめたので再開した。 

・保護者の思いが強く、指導がやりにくい状況になっている。 

・出身の道場の先生に誘ってもらう。 

・身近に、気軽に剣道ができる環境がない。 

・剣道をやっていた人の子供に剣道を勧め、子供と一緒に再開させる。 

・結婚・育児・地域行事等多忙で剣道ができない。 

 


